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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体の周囲のノイズレベルに基づき決定された補正量を制御する制御部と、
　前記制御された補正量で出力音量を補正する補正部と、を備え、
　前記制御部は、音源から出力される音響信号の音響レベルが取りうる範囲と、操作部に
より指定される増幅レベルが取りうる範囲とが一致するように、前記音響レベル又は前記
増幅レベルの少なくとも一方の変換を行い、前記変換に対応した前記音響レベルと前記増
幅レベルとを足し合わせることに基づいて、前記補正量を制御する、
　ことを特徴とする音響装置。
【請求項２】
　前記ノイズレベルを取得するノイズ取得部と、
　前記取得されたノイズレベルに基づいて、前記出力音量を補正するための前記補正量を
決定する決定部と、を更に備え、
　前記制御部は、前記決定部で決定された前記補正量を制御する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の音響装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記変換に対応した前記音響レベルと前記増幅レベルとの和が大きいほ
ど、前記補正量が小さくなるように制御する、
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の音響装置。
【請求項４】
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　前記制御部は、前記変換に対応した前記音響レベルと前記増幅レベルにそれぞれに予め
設定された重みで重み付けをして足し合わせることに基づいて、前記補正量を制御する、
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の音響装置。
【請求項５】
　音響装置が出力する音量を制御する音量制御方法であって、
　移動体の周囲のノイズレベルに基づき決定された補正量を制御する制御工程と、
　前記制御された補正量で出力音量を補正する補正工程と、を含み、
　前記制御工程は、音源から出力される音響信号の音響レベルが取りうる範囲と、操作部
により指定される増幅レベルが取りうる範囲とが一致するように、前記音響レベル又は前
記増幅レベルの少なくとも一方の変換を行い、前記変換に対応した前記音響レベルと前記
増幅レベルとを足し合わせることに基づいて、前記補正量を制御する、
　ことを特徴とする音量制御方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の音量制御方法を、コンピュータにより実行させることを特徴とする音
量制御プログラム。
【請求項７】
　請求項６に記載の音量制御プログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ読み取
り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、自動車等の移動体における音響装置において、出力音量を補正する方法の技術
分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動体に搭乗するユーザが音響装置を利用して音楽などの音響を聴く場合、ユーザには
、音響装置のスピーカーから出力される音響に加えて、例えばロードノイズやエンジン音
等の移動体に発生するノイズが聞こえる。そのため、ノイズの音量が大きくなると、ユー
ザが音響装置からの音響を聴くことが難しくなる。そこで、従来、このようなノイズ対策
として、音響装置の出力音量の補正を行う技術が知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、カーオーディオからの楽音信号から検出された楽音レベルと
車速に応じて音響の補正レベルを決定し、楽音レベルが大きいほど補正レベルを小さくす
る技術が記載されている。また、特許文献１には、実際の楽音信号の楽音レベルに代えて
、音量コントロール部等によって調節された音量ボリューム値を、楽音レベルとして用い
てもよいことが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２２８９３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１に記載の技術のように、ユーザに聴かせる音響の音響レベルに応
じて音量の補正レベルを決定した場合、音響のオリジナルの音量が小さくても、ユーザが
聴きやすいように音量を補正することはできる。しかしながら、実際にユーザに聞こえる
音響の音量の変化が乏しくなりやすくなる。そのため、音響のオリジナルの音量変化を再
現することが難しい。
【０００６】
　一方、ボリューム操作等によりユーザが設定した増幅レベルに応じて音量の補正レベル
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を決定した場合、音響のオリジナルの音量の大小に関係なく補正レベルが決定されるので
、音響のオリジナルの音量変化を再現することができる。しかしながら、音響のオリジナ
ルの音量が小さいときに、ノイズの音量が大きいと、ユーザが音響を聴くことが難しくな
る。
【０００７】
　このように、音響の音響レベルまたはユーザ設定の増幅レベルの何れか一方のみを用い
て音響の補正レベルを決定した場合、音響の聴きやすさと、音響のオリジナルの音量の変
化の再現性とのバランスをとることが難しい。
【０００８】
　本願は、以上の点に鑑みてなされたものであり、その課題の一例は、音響の聴きやすさ
と音響のオリジナルの音量の変化とのバランスをとりつつ、移動体に発生するノイズに対
応した音量補正を可能とする音響装置、音量制御方法、音量制御プログラム及び記録媒体
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本願の一つの観点では、移動体の周囲のノイズレベルに基
づき決定された補正量を制御する制御部と、前記制御された補正量で出力音量を補正する
補正部と、を備え、前記制御部は、音源から出力される音響信号の音響レベルが取りうる
範囲と、操作部により指定される増幅レベルが取りうる範囲とが一致するように、前記音
響レベル又は前記増幅レベルの少なくとも一方の変換を行い、前記変換に対応した前記音
響レベルと前記増幅レベルとを足し合わせることに基づいて、前記補正量を制御する音響
装置であることを特徴とする。
【００１０】
　本願の他の観点では、音響装置が出力する音量を制御する音量制御方法であって、移動
体の周囲のノイズレベルに基づき決定された補正量を制御する制御工程と、前記制御され
た補正量で出力音量を補正する補正工程と、を含み、前記制御工程は、音源から出力され
る音響信号の音響レベルが取りうる範囲と、操作部により指定される増幅レベルが取りう
る範囲とが一致するように、前記音響レベル又は前記増幅レベルの少なくとも一方の変換
を行い、前記変換に対応した前記音響レベルと前記増幅レベルとを足し合わせることに基
づいて、前記補正量を制御する音量制御方法であることを特徴とする。
【００１１】
　本願の更に他の観点では、前記音量制御方法を、コンピュータにより実行させる音量制
御プログラムであることを特徴とする。
【００１２】
　本願の更に他の観点では、前記音量制御プログラムを格納したコンピュータ読み取り可
能な記録媒体であることを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】一実施形態に係るカーオーディオ装置Ｓの概要構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図２】周波数に対する補正レベルの一例を示すグラフである。
【図３】音響レベルの変換及びユーザ設定ボリューム値の算出の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本願の実施形態について詳細に説明する。なお、以下に説明する
実施の形態は、自動車に搭載されるカーオーディオ装置に対して本願を適用した場合の実
施形態である。
【００１５】
　［１．カーオーディオ装置Ｓの構成］
　先ず、本実施形態に係るカーオーディオ装置Ｓの構成について、図１を用いて説明する
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。
【００１６】
　図１は、本実施形態に係るカーオーディオ装置Ｓの概要構成の一例を示すブロック図で
ある。
【００１７】
　図１に示すように、カーオーディオ装置Ｓは、音源部１、イコライザー２、電子ボリュ
ーム３、フェーダー４、操作部５、記憶部６、音響補正部７、アンプ８、スピーカー９、
マイク１０、ノイズレベル検出部１１、安定化処理部１２、補正ステップ決定部１３、ユ
ーザボリューム算出部１４、音響レベル検出部１５、音響レベル変換部１６、補正用ボリ
ューム算出部１７、及び補正ステップ補正部１８を備える。ここで、補正ステップ決定部
１３は、本願のノイズ取得部の一例である。また、音響補正部７は、本願の補正部の一例
である。また、音響レベル変換部１６、補正用ボリューム算出部１７及び補正ステップ補
正部１８は、本願の制御部の一例である。また、操作部５は、本願の操作部の一例である
。
【００１８】
　音源部１は、ユーザに聴かせる音響に対応する音響信号を出力する音源である。音源部
１は、例えば、光ディスクプレーヤー、ラジオチューナー、テレビチューナー等により構
成されている。イコライザー２は、音源部１から出力された音響信号の周波数特性を調整
する。具体的に、イコライザー２は、操作部５に対する搭乗者の操作による設定に応じて
、音響信号の信号レベルを周波数ごとに調整する。電子ボリューム３は、操作部５に対す
る搭乗者の操作に応じて設定されたボリューム値（増幅レベル）に応じて、イコライザー
２により周波数特性が調整された音響信号の信号レベルを調整する。フェーダー４は、操
作部５に対する搭乗者による左右のバランス等の設定操作に応じて、電子ボリューム３か
ら出力された音響信号の信号レベルをチャネルごとに調整する。操作部５は、カーオーデ
ィオ装置Ｓに対する各種操作を行うために用いられる。操作部５は、例えば、ボタン、つ
まみ、タッチパネル等により構成される。
【００１９】
　記憶部６は、例えばＲＯＭ（Read Only Memory）やＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasa
ble Programmable Read Only Memory）等の不揮発性のメモリである。記憶部６には、カ
ーオーディオ装置Ｓの制御に用いられる各種のデータが記憶されている。記憶部６に記憶
される各種データの値は、例えば、カーオーディオ装置Ｓの設計者により決定される。
【００２０】
　音響補正部７は、自動車の走行等によって発生するノイズの対策として、フェーダー４
から出力された音響信号を補正する。具体的に、音響補正部７は、補正ステップ補正部１
８から出力された補正ステップ値に対応する補正レベルで、音響信号の信号レベルを周波
数ごとに調整する。図２は、各補正ステップ値において、周波数に対する補正レベルの一
例を示すグラフである。図２に示すように、補正ステップ値が高いほど、補正レベルが大
きくなっている。つまり、補正ステップ値が高いほど音響信号が増幅される。また、補正
ステップ値の最小値及び最大値は、０及び１０となっている。従って、ステップ数は１１
である。補正ステップ値が０である場合、全域で補正レベルが０ｄＢである。なお、ステ
ップ数は１１以外であってもよい。
【００２１】
　記憶部６には、補正ステップ値ごとに、周波数と補正レベルとの対応関係を示す補正量
決定テーブルが記憶されている。音響補正部７は、補正ステップ値に対応する補正量決定
テーブルから、周波数ごとの補正レベルを取得する。そして、音響補正部７は、取得した
補正レベルで補正を行う。なお、図２では、周波数が低くなるほど補正レベルが大きくな
っている。つまり、低音が増幅される。しかしながら、音響補正部７は、例えば、高域補
正や全域補正を行うように構成されてもよい。
【００２２】
　アンプ８は、音響補正部７により補正された音響信号を増幅する。スピーカー９は、ア
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ンプ８により増幅された音響信号を音波として出力する。マイク１０は、自動車の走行に
伴うロードノイズやエンジン音等の自動車の周囲のノイズを含む音を集音し、集音した音
をマイク音信号として出力する。ノイズレベル検出部１１は、マイク１０から出力された
マイク音信号の信号レベルを検出し、検出した信号レベルをノイズレベルとして出力する
。安定化処理部１２は、ノイズレベル検出部１１から出力されたノイズレベルの信号に対
して、平滑化や遅延化等の安定化処理を行う。
【００２３】
　補正ステップ決定部１３は、自動車に発生するノイズに対応した補正ステップ値を決定
する。具体的に、補正ステップ決定部１３は、安定化処理部１２により安定化が施された
ノイズレベルに基づいて、ノイズレベルが高いほど、高い補正ステップ値を決定する。そ
して、補正ステップ決定部１３は、決定した補正ステップ値を出力する。なお、補正ステ
ップ決定部１３による補正ステップ値の決定に用いられる情報は、実際のノイズの音量に
限られるものではない。補正ステップ決定部１３は、自動車に発生するノイズと関連性が
ある情報を用いて補正ステップ値を決定すればよい。例えば、補正ステップ決定部１３は
、車速を用いてもよいし、自動車のウインドウの開閉状態を示す情報を用いてもよい。ま
た、補正ステップ決定部１３は、複数の情報を用いてもよい。
【００２４】
　ユーザボリューム算出部１４は、ユーザによって設定された増幅レベルを算出する。具
体的に、ユーザボリューム算出部１４は、イコライザー２に対して設定された周波数の調
整レベル、電子ボリュームに対して設定された増幅レベル、及び電子ボリューム３に対し
て設定されたチャネルごとの調整レベルを総合して、ユーザ設定の最終的な増幅レベルを
算出する。そして、ユーザボリューム算出部１４は、算出した増幅レベルを、ユーザ設定
ボリューム値として出力する。音響レベル検出部１５は、音源部１から出力された音響信
号の信号レベルを検出する。そして、音響レベル検出部１５は、検出した信号レベルを音
響レベルとして出力する。
【００２５】
　音響レベル変換部１６は、音響レベル検出部１５から出力された音響レベルを、ユーザ
ボリューム算出部１４から出力されたユーザ設定ボリューム値と比較しやすいように変換
する。カーオーディオ装置Ｓは、自動車に発生するノイズに対応して決定された音響の補
正レベルを、音響の音量に応じて補正する。その理由は、ユーザが音響を聴きやすくする
ためには、音響の音量が小さいほど音響が増幅されるように補正する必要性があるからで
ある。一方で、音響の音量が大きい場合には、増幅レベルを小さくし、または、増幅しな
くてもよいからである。しかしながら、音響のオリジナルの音量のみに基づいて補正を行
えば、音響は聴きやすくなるが、音響のオリジナルの音量の変化の再現性は低くなる。一
方、ユーザにより設定されたボリューム値のみに基づいて補正を行えば、音響のオリジナ
ルの音量の変化の再現性は高くなるが、音量が小さいときに音響は聴きにくくなる。その
ため、音響の聴きやすさと、音響のオリジナルの音量の変化の再現性とのバランスをとる
ことが課題となる。そこで、音響レベル変換部１６、補正用ボリューム算出部１７及び補
正ステップ補正部１８は、音源部１から出力される音響信号の音響レベルと、操作部５に
より指定されるユーザ設定ボリューム値と、に基づいて音響補正部７による補正量を制御
する。音響のオリジナルの音量の変化の再現性とのバランスをとるためには、先ず、音響
のオリジナルの音量と、ユーザにより設定されたボリューム値とを互いに比較しやすいよ
うに変換するのがよい。音響レベルは、音響のオリジナルの音量を表す。一方、ユーザ設
定ボリューム値は、ユーザにより設定されたボリューム値を表す。オーディオ装置の設計
においては、音源から出力されうる音響信号の信号レベルの範囲と、ユーザによって設定
可能なボリューム値の範囲とは、一致しないのが一般的である。従って、音響レベル変換
部１６は、比較を可能とするために、音響レベルが取りうる範囲と、ユーザ設定ボリュー
ム値が取りうる範囲とが所定の関係となるように、音響レベルまたはユーザ設定ボリュー
ム値の少なくとも一方を変換する。本実施形態では、音響レベルを変換する。
【００２６】
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　具体的に、音響レベル変換部１６は、検出された音響レベルを、変換後の音響レベルが
取り得る範囲がユーザ設定ボリューム値の取り得る範囲と一致するように変換する。つま
り、音響レベル変換部１６は音響レベルをスケール変換する。ここで、変換前の音響レベ
ルをＳｏとする。また、音源部１から出力しうる音響信号の音響レベルの最大値及び最小
値を、Ｓｍａｘ及びＳｍｉｎとする。また、ユーザの操作によって設定可能なユーザ設定
ボリューム値の最大値及び最小値を、Ｕｍａｘ及びＵｍｉｎとする。この場合、変換後の
音響レベルＳｄは、下記の式により計算される。
【００２７】
　Ｓ１＝Ｓｏ－Ｓｍｉｎ　・・・式１
　Ｓ２＝Ｓ１×（Ｕｍａｘ－Ｕｍｉｎ）／（Ｓｍａｘ－Ｓｍｉｎ）　・・・式２
　Ｓｄ＝Ｓ２＋Ｕｍｉｎ　・・・式３
　つまり、式１による音響レベルのシフトによって、最小値を０とした場合の音響レベル
が計算される。次に、式２により、音響レベルのスケール（最大値と最小値との差）がユ
ーザ設定ボリューム値のスケールに一致するように、音響レベルが伸縮される。そして、
式３による音響レベルのシフトによって、最小値をＵｍｉｎとした場合の音響レベルが計
算される。なお、音響レベル及びユーザ設定ボリューム値のそれぞれの最大値及び最小値
によっては、式１～Ｓ３を全部計算しなければならないということではない。例えば、音
響レベルのスケールとユーザ設定ボリューム値のスケールが同一であれば、式１及び式３
のみ計算すればよい。この場合、Ｓ２＝Ｓ１である。また、例えば、音響レベルの最小値
とユーザ設定ボリューム値の最小値が同一であれば、式２のみ計算すればよい。この場合
、Ｓ１＝Ｓｏ、Ｓｄ＝Ｓ２である。
【００２８】
　補正用ボリューム算出部１７は、補正ステップ決定部１３により決定された補正ステッ
プ値の補正に用いられるボリューム値（音響レベル）を算出する。このボリューム値を、
補正用ボリューム値という。具体的に、補正用ボリューム算出部１７は、音響レベル変換
部１６により変換された音響レベルと、ユーザボリューム算出部１４により算出されたユ
ーザ設定ボリューム値とを足し合わせて、補正用ボリューム値を算出する。これにより、
補正用ボリューム算出部１７は、音響の聴きやすさと、音響のオリジナルの音量の変化の
再現性とのバランスをとる。音響の聴きやすさ及び音響のオリジナルの音量の変化の再現
性の何れを重視するか、及びどの程度重視するかを設定可能とするため、記憶部６には、
音響レベル及びユーザ設定ボリューム値のそれぞれに対する重み係数Ｃ１及びＣ２が記憶
されている。従って、補正用ボリューム算出部１７は、重み係数を用いて下記の式を計算
する。
【００２９】
　補正用ボリューム値＝
　　　　Ｃ１×変換後の音響レベル＋Ｃ２×ユーザ設定ボリューム値　・・・式４
　設計者は、それぞれの重み係数を任意に設定することができる。設計者は、例えば、Ｃ
１＋Ｃ２＝１を満たすように、０から１の範囲内で設定してもよい。例えば、音響の聴き
やすさ及び音響のオリジナルの音量の変化の再現性の両方を同程度に重視するのであれば
、Ｃ１＝Ｃ２とすればよい。なお、この場合、重み係数は必要ではない。補正用ボリュー
ム算出部１７は、変換後の音響レベルとユーザ設定ボリューム値とを単純に足し合わせて
もよい。また、音響の聴きやすさを重視するのであれば、Ｃ１＞Ｃ２とすればよい。また
、音響のオリジナルの音量の変化の再現性を重視するのであれば、Ｃ１＜Ｃ２とすればよ
い。補正ステップ補正部１８が補正ステップ値の決定に用いるノイズレベルは、安定化処
理部１２によって安定化処理が施されたノイズレベルである。安定化処理が施されたノイ
ズレベルの変化は、実際に発生するノイズの音量の変化に対して遅延する。従って、決定
された補正ステップ値を用いて音響補正を行った場合、実際のノイズ音量の変化に対して
遅延して音響補正が行われる。
【００３０】
　また、音響レベル検出部１５は、音源部１からの音響信号を安定化して音響信号のレベ
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ルを検出してもよい。このような場合には、例えば、音響のオリジナルの音量がほぼ無音
の状態から急激に増大するように変化したときには、補正が遅延する分、大きい補正ステ
ップ値に基づいて音響補正が行われるため、スピーカー９から瞬間的に大音量が出力され
ることがある。このようなことを避けたい場合には、音響のオリジナルの音量の変化の再
現性を重視して、Ｃ１＜Ｃ２としてもよい。
【００３１】
　以下に、音響レベル変換部１６による音響レベルの変換、及び、補正用ボリューム算出
部１７によるユーザ設定ボリューム値の算出の具体例を示す。図３は、音響レベルの変換
及びユーザ設定ボリューム値の算出の一例を示す図である。図３に示すように、音響レベ
ルの最大値及び最小値は、５０ｄＢ及び０ｄＢである。一方、ユーザ設定ボリューム値の
最大値及び最小値は、０ｄＢ及び－１００ｄＢである。ここで、音響レベルとして３０ｄ
Ｂが検出されたとする。また、ユーザ設定ボリューム値は－２０ｄＢであるとする。また
、Ｃ１＝Ｃ２＝０．５であるとする。この場合、音響レベル変換部１６によって、音響レ
ベルの３０ｄＢは－４０ｄＢに変換される。そして、補正用ボリューム算出部１７によっ
て、補正用ボリューム値として、－３０ｄＢが算出される。Ｃ１＝Ｃ２＝０．５である場
合、補正用ボリューム値は、音響レベルとユーザ設定ボリューム値との平均値である。
【００３２】
　これに対し、例えば、音響レベルの変換をせず、音響レベルとユーザ設定ボリューム値
とを単純に足し合わせたとする。この場合、３０ｄＢ－２０ｄＢ＝１０ｄＢとなる。この
１０ｄＢという値は、フェーダー４から出力された音響信号から音響レベルの検出した場
合の音響レベルに相当すると考えられる。つまり、音響のオリジナルの音量がユーザの設
定により調整された結果である。仮に、Ｃ１＝Ｃ２＝０．５として足し合わせた場合、５
ｄＢとなる。しかしながら、この値は、音響レベルとユーザ設定ボリューム値との平均値
ではない。その理由は、そもそも、音響レベルの範囲とユーザ設定ボリューム値の範囲と
が異なるからである。これでは、音響の聴きやすさと音響のオリジナルの音量の変化の再
現性とのバランスをとることができない。音響レベル変換部１６によるスケール変換によ
って、バランスをとることができるのである。
【００３３】
　補正ステップ補正部１８は、補正ステップ決定部１３により決定された補正用ボリュー
ム値を、補正用ボリューム算出部１７により算出された補正用ボリューム値に基づいて補
正する。具体的に、補正ステップ補正部１８は、補正用ボリューム値に基づいて補正係数
Ｃ３を決定し、下記の式を計算する。
【００３４】
　補正後の補正ステップ値＝Ｃ３×補正前の補正ステップ値　・・・式５
　記憶部６には、補正用ボリューム値と補正係数との対応関係を示す補正係数決定テーブ
ルが記憶されている。具体的に、補正係数決定テーブルには、補正用ボリューム値ごとに
、補正用ボリューム値と補正係数Ｃ３とが対応付けて設定されている。補正ステップ補正
部１８は、当該補正係数決定テーブルを参照して、補正係数Ｃ３を決定する。補正係数Ｃ
３は例えば０から１の範囲内で設定されている。補正係数Ｃ３の設定内容は任意であるが
、基本的には、補正用ボリューム値が小さいほど、補正係数Ｃ３を大きくなるように設定
されている。つまり、補正用ボリューム値が小さいほど、音響信号の増幅レベルは大きく
なる。
【００３５】
　なお、補正ステップ補正部１８は、補正用ボリューム値をパラメータとした所定の関数
を用いてＣ３を設定してもよい。
【００３６】
　［２．カーオーディオ装置Ｓの動作］
　次に、本実施形態に係るカーオーディオ装置Ｓの動作について説明する。
【００３７】
　音響レベル変換部１６は、音響レベル検出部１５から出力された音響レベルを変換する
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。具体的に、音響レベル変換部１６は、式１～式３を用いて、変換後の音響レベルを算出
する。そして、音響レベル変換部１６は、算出した音響レベルを補正用ボリューム算出部
１７へ出力する。
【００３８】
　補正用ボリューム算出部１７は、補正用ボリューム値を算出する。具体的に、補正用ボ
リューム算出部１７は、音響レベル変換部１６から出力された音響レベル、ユーザボリュ
ーム算出部１４から出力されたユーザ設定ボリューム値、記憶部６に記憶された重み係数
Ｃ１及びＣ２を用いて、式４を計算する。そして、補正用ボリューム算出部１７は、算出
した補正用ボリューム値を補正ステップ補正部１８へ出力する。
【００３９】
　補正ステップ補正部１８は、補正ステップ決定部１３により決定された補正ステップ値
を、補正用ボリューム値に基づいて補正する。具体的に、補正ステップ補正部１８は、記
憶部６に記憶された補正係数決定テーブルから、補正用ボリューム値に対応する補正係数
Ｃ３を取得する。次いで、補正ステップ補正部１８は、式５を計算する。そして、補正ス
テップ補正部１８は、補正した補正ステップ値を音響補正部７へ出力する。
【００４０】
　音響補正部７は、補正ステップ補正部１８により補正された補正ステップ値に応じて、
音響を補正する。具体的に、音響補正部７は、記憶部６に記憶されている補正量決定テー
ブルのうち、補正ステップ補正部１８から出力された補正ステップ値に対応する補正量決
定テーブルから、周波数ごとの補正レベルを取得する。そして、音響補正部７は、フェー
ダー４から出力された音響信号を、周波数ごとに取得した補正レベルで補正する。各部は
、上述した処理を繰り返す。
【００４１】
　以上説明したように、本実施形態によれば、補正ステップ決定部１３が、ノイズレベル
検出部１１により検出された自動車の周囲の検出ノイズレベルを取得し、音響補正部７が
、取得された検出ノイズレベルに基づいて出力音量を補正し、音響レベル変換部１６、補
正用ボリューム算出部１７及び補正ステップ補正部１８が、音源部１から出力される音響
信号の音響レベルと、操作部５により指定されるユーザ設定ボリューム値と、に基づいて
音響補正部７による補正量を制御する。従って、音響の聴きやすさと音響のオリジナルの
音量の変化とのバランスをとりつつ、自動車に発生するノイズに対応した音響補正を行う
ことができる。
【００４２】
　また、音響レベル変換部１６が、音響信号のレベルが取りうる範囲と、ユーザ設定ボリ
ューム値が取りうる範囲とが所定の関係となるように、音響レベルまたはユーザ設定ボリ
ューム値の少なくとも一方を変換し、補正用ボリューム算出部１７が、音響レベル変換部
１６により変換された一方と他方とを足し合わせることにより、補正ステップ補正部１８
が、音響補正部７による補正量を決定する。従って、音響の聴きやすさと音響のオリジナ
ルの音量の変化とのバランスをとりつつ、自動車に発生するノイズに対応した音響補正を
行うことができる。
【００４３】
　また、補正用ボリューム算出部１７が、音響レベルとユーザ設定ボリューム値とのそれ
ぞれに対して予め設定された重み係数で、音響レベル変換部１６により変換された一方と
他方とにそれぞれに重み付けをして足し合わせを行う。従って、重み係数を予め設定して
おくことで、設計者が、音響の聴きやすさ及び音響のオリジナルの音量の変化の何れを重
視するか、及び、どの程度重視するかを任意に決定することができる。
【００４４】
　なお、カーオーディオ装置ＳがＤＳＰ（Digital Signal Processor）等のマイクロプロ
セッサを備え、マイクロプロセッサが、記憶部６等に記憶されたプログラムを読み出し実
行することにより、音響レベル変換部１６、補正用ボリューム算出部１７及び補正ステッ
プ補正部１８等として、上述した処理を行ってもよい。また、上述したプログラムを光デ
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プログラムが記憶されるようにしてもよい。
【００４５】
　また、上記実施形態においては、音響レベルとユーザ設定ボリューム値とのうち、音響
レベルの方を変換するように、カーオーディオ装置Ｓが構成されていた。しかしながら、
ユーザ設定ボリューム値の方を、ユーザ設定ボリューム値が取り得る範囲が音響レベルの
取り得る範囲と一致するように変換するよう、カーオーディオ装置Ｓを構成してもよい。
また、音響レベル及びユーザ設定ボリューム値の両方を変換するように、カーオーディオ
装置Ｓを構成してもよい。この場合、カーオーディオ装置Ｓは、変換後の音響レベルの取
り得る範囲と、変換後のユーザ設定ボリューム値の取り得る範囲とが一致するように、音
響レベル及びユーザ設定ボリューム値の両方を変換すればよい。そして、カーオーディオ
装置Ｓは、変換された音響レベルと変換されたユーザ設定ボリューム値とを足し合わせれ
ばよい。
【００４６】
　また、上記実施形態においては、自動車に搭載されるカーオーディオ装置に、本願の音
響装置を適用していたが、例えば、飛行機、船舶、列車等の移動体に搭載されるオーディ
オ装置に、本願の音響装置を適用してもよい。
【符号の説明】
【００４７】
Ｓ　カーオーディオ装置
１　音源部
２　イコライザー
３　電子ボリューム
４　フェーダー
５　操作部
６　記憶部
７　音響補正部
８　アンプ
９　スピーカー
１０　マイク
１１　ノイズレベル検出部
１２　安定化処理部
１３　補正ステップ決定部
１４　ユーザボリューム算出部
１５　音響レベル検出部
１６　音響レベル変換部
１７　補正用ボリューム算出部
１８　補正ステップ補正部
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